
本
連
合
会
の
第
八
回
常
任
理
事

会
が
四
月
十
九
日
、
東
京
・
市
ヶ

谷
の
私
学
会
館
で
開
か
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
初
め
て

開
か
れ
た
常
任
理
事
会

で
、
冒
頭
、吉
田
会
長
は
、

「
私
立
中
学
高
校
は
地
震

に
よ
る
被
害
は
あ
っ
た

が
、
幸
い
多
く
が
高
台
に

あ
っ
た
た
め
津
波
に
よ
る

被
害
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

何
が
で
き
る
か
考
え
な
い
と
い
け

な
い
。
私
学
全
体
の
力
で
（
被
災

校
が
）
一
校
も
駄
目
に
な
ら
な
い

よ
う
、
盛
り
返
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
語
っ
た
。

続
く
報
告
・
審
議
で
は
、
三
月

十
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
百

六
十
三
回
理
事
会
・
第
百
三

十
六
評
議
員
会
合
同
会
議
が

地
震
等
の
影
響
か
ら
開
催
で

き
ず
、
平
成
二
十
三
年
度
事

業
計
画
案
、
同
収
支
予
算
案

等
の
審
議
は
書
面
に
よ
り
承

認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
福
島

事
務
局
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

役
員
異
動
で
は
、
中
部
地
区
推

薦
常
任
理
事
に
三
重
県
私
学
協
会

長
の
梅
村
光
久
・
学
校
法
人
梅
村

学
園
松
坂
法
人
本
部
長
が
就
任
す

る
こ
と
が
報
告
・
承
認
さ
れ
た
。

五
月
の
合
同
会
議
で
改
め
て
審
議

す
る
。
ま
た
三
人
の
監
事
の
内
、

助
川
幸
彦
監
事
が
所
属
す
る
学
校

を
退
職
し
た
こ
と
か
ら
監
事
候
補

者
選
衡
の
手
続
き
に
入
る
こ
と
、

監
事
の
選
任
は
五
月
の
評
議
員
会

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
そ
の
後
は
、
被
災
校
へ
の
対

応
が
福
島
事
務
局
長
か
ら
報
告
さ

れ
た
。
こ
の
中
で
松
良
千
廣
・
宮

城
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会

長
か
ら
被
災
状
況
の
報
告
も
行
わ

れ
た
。
ま
た
政
府
の
復
旧
復
興
対

策
に
対
し
て
は
髙
木
文
部
科
学
大

臣
、
民
主
党
政
策
調
査
会
文
部
科

学
部
門
会
議
、
民
主
党
私
学
振
興

推
進
議
員
連
盟
等
に
要
望
書
を
提

出
す
る
な
ど
し
た
。
ま
た
被
災
生

徒
を
全
国
の
私
立
中
学
高
校
の
保

護
者
の
家
庭
や
学
校
寮
に
受
け
入

れ
る
こ
と
を
マ
ス
コ
ミ
等
を
通
じ

て
被
災
地
等
に
情
報
提
供
し
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
本
連
合

会
の
被
災
生
徒
受
け
入
れ
は
、
地

元
で
地
域
復
興
や
生
活
再
建
に
取

り
組
む
保
護
者
に
代
わ
っ
て
他
県

の
私
立
学
校
生
の
保
護
者
等
が
親

代
わ
り
に
な
り
生
徒
を
受
け
入

れ
、
心
の
ケ
ア
を
し
つ
つ
、
元
の

高
校
等
の
受
け
入
れ
体
制
が
で
き

た
段
階
で
生
徒
は
地
元
に
戻
る
、

と
い
う
地
元
の
学
校
の
再
建
も
考

慮
し
た
取
り
組
み
で
、
被
災
生
徒

に
つ
い
て
は
授
業
料
等
の
心
配
が

な
い
状
態
で
受
け
入
れ
る
。

私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金

災
害
見
舞
金
の
対
応
も
協
議

そ
の
後
、
常
任
理
事
会
を
一
旦

中
断
し
て
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基

金
の
理
事
会
が
開
か
れ
、
東
日
本

大
震
災
が
未
曾
有
の
被
害
を
も
た

ら
し
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
金
と
は
別
に
新
た
に

義
援
金
を
募
り
、
両
資
金
を
財
源

に
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
青

森
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
、

千
葉
の
六
県
に
災
害
見
舞
金
を
贈

る
こ
と
、
そ
の
他
の
地
域
の
被
災

校
に
つ
い
て
は
従
来
の
私
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
金
で
対
応
す
る
方
針

を
確
認
し
た
。
ま
た
こ
の
夏
の
電

力
不
足
問
題
に
関
し
て
は
、
学
校

で
も
か
な
り
の
節
電
対
策
が
求
め

ら
れ
る
予
定
だ
が
、
ど
の
程
度
抑

制
す
る
の
か
定
ま
っ
て
い
な
い
こ

と
や
、
学
校
は
も
と
も
と
夏
休
み

の
た
め
電
力
消
費
量
は
少
な
く
、

抑
制
前
の
基
準
が
ど
こ
に
置
か
れ

る
の
か
な
ど
不
明
の
点
も
少
な
く

な
い
た
め
、
見
通
し
が
立
た
な
い

こ
と
へ
の
不
安
の
声
も
聞
か
れ
た
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
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）
郵
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二
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〇
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八
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八
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読
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三
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会
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含
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徴
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）
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被災校への
義援金募集
本連合会、私学ボランテ
ィア基金特別会費として

本
連
合
会
は
、
四
月
十
九
日
、

全
国
各
地
の
私
立
中
学
高
校
が
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
生
徒
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
調
査
を
ま
と

め
、
結
果
を
公
表
し
た
。

今
回
の
受
け
入
れ
は
、
転
入
だ

け
で
な
く
、
被
災
し
た
保
護
者
が

地
元
の
復
興
や
生
活
再
建
に
集
中

し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
生
徒
の

希
望
に
応
じ
る
。
学
校
に
よ
っ

て
、
授
業
料
を
徴
収
し
な
い
、
学

校
と
提
携
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
紹
介
、
学
校
寮
の
使
用
な
ど
、

生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

保
護
者
の
生
活
再
建
に
一
定
の

め
ど
な
ど
が
つ
い
た
段
階
で
生
徒

は
家
庭
に
戻
り
、
地
元
の
学
校
に

通
学
、
地
元
の
学
校
の
復
興
に
も

つ
な
げ
た
い
意
向
。

左
表
は
本
連
合
会
が
四
月
十
四

日
現
在
で
ま
と
め
た
も
の
。
受
け

入
れ
に
関
し
て
は
各
学
校
が
個
別

に
対
応
、
あ
る
い
は
「
若
干
名
」

な
ど
人
数
が
確
定
し
て
い
な
い
部

分
も
あ
る
が
、
人
数
が
確
定
し
て

い
る
も
の
だ
け
で
も
、
受
け
入
れ

可
能
校
・
生
徒
数
は
、
中
学
校
で

二
百
九
十
九
校
・
一
千
四
百
三
十

九
人
、
高
校（
全
日
制
・
定
時
制
）

で
は
八
百
校
・
五
千
百
三
十
人
を

数
え
る
。
東
京
や
福
岡
の
私
学
で

は
一
千
人
を
超
え
る
生
徒
を
受
け

入
れ
る
意
向
。
高
校
（
通
信
制
）

は
三
十
五
校
・
三
百
七
十
人
の
受

け
入
れ
が
可
能
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
は
、

「
制
服
な
ど
は
学
校
の
納
入
業
者

に
、
通
学
定
期
券
は
鉄
道
事
業
者

に
提
供
を
要
請
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
お
り
、
被
災
生
徒
の
受

け
入
れ
環
境
を
引
き
続
き
充
実
さ

せ
て
い
く
考
え
。

本
連
合
会
は
、
三
月
二
十
三
日

付
で
、
各
都
道
府
県
私
学
協
会

に
、「
東
北
関
東
大
震
災
（
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
）
に
よ
る
被

災
私
立
中
学
高
校
に
対
す
る
義
援

金
募
集
に
つ
い
て
（
お
願
い
）」

と
の
文
書
を
送
付
し
た
。

大
震
災
で
被
災
し
た
私
立
中
学

高
校
と
そ
の
生
徒
等
に
対
す
る
義

援
金
を
、
各
都
道
府
県
私
学
協
会

を
通
じ
て
、
全
国
の
私
立
中
学
高

校
に
呼
び
か
け
た
も
の
。
義
援
金

は
、
本
連
合
会
に
設
け
ら
れ
て
い

る
「
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」

（
吉
田
晋
理
事
長
）
の
特
別
会
費

と
し
て
募
り
、
集
ま
っ
た
義
援
金

は
、
本
来
の
基
金
積
立
金
か
ら
取

り
崩
す
分
と
合
わ
せ
災
害
見
舞
金

と
し
て
被
災
私
立
中
学
高
校
に
贈

呈
す
る
。

義
援
金
の
配
分
基
準
は
今
後
決

定
す
る
。

私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
は
、

国
内
、
国
外
の
私
立
学
校
が
災
害

や
事
故
の
際
に
、
見
舞
金
品
を
贈

呈
す
る
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る

組
織
。

被
災
生
徒
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

全
国
の
私
立
中
学
高
校
が
表
明

東日本大震災被災生徒受入可能状況調査結果
（調査日：２０１１．４．１４／単位：校、人）

中学校 高等学校（全・定） 高等学校（通）

受入可能
学校数

ホームス
テイ・寮
受入可能
校数

受入可能
生徒数

ホームス
テイ・寮
受入可能
人数

受入可能
学校数

ホームス
テイ・寮
受入可能
校数

受入可能
生徒数

ホームス
テイ・寮
受入可能
人数

受入可能
学校数

受入可能
生徒数

北海道 ６ ５０ ２２ ２２０ １ ５
青 森 ４ １７
岩 手 ２ ２ ９ ２ ３ ２ １
宮 城 私学協会で把握していない
秋 田 １
山 形 １５ ４ １
福 島 ２ １１ １
新 潟 １ ８ １ １
茨 城 ３ ７
栃 木 各校個別対応
群 馬 ２ ３ ７ ２８
埼 玉 １ １ １４ ２０５
千 葉 １４ ３６ ４
神奈川 ３９ ２ ２１０ ３ ５１ ３ ３１８ ８ ２ ６
東 京 ７３ ３４ ７６６ １８０ ９８ ３６ １，０６５ １８６ ４ ３４０
富 山 １０ １
石 川 ２ ９
福 井 私学協会で把握していない
山 梨 ５ ３５ ８ １ ２９１ ６０
長 野 希望状況に応じて受入先を調整する予定
岐 阜 ５ １ １４ ４ ７０ ３４ ２ １０
静 岡 １４ ３ ２５ ９
愛 知 １０ ４７ ７ １
三 重 ６ １ １００ ３ １１ １ １７０ ３ １ ６
滋 賀 ５ ９ １
京 都 １７ １ ９８ ５ ２８ ３ ２１５ ２８
大 阪 ８６ ５ ６
兵 庫 ３９ ４ ４５８ ６５
奈 良 １ ３
和歌山 ７ ７ ４０ ２０ ７ ７ ５０ ４５
鳥 取 各校個別対応
島 根 １ １ ２ ２ ５ ５ ７３ ７３
岡 山 ３ ３ １０ １０ １４ １２ ２４５ ２２５
広 島 ８ ２４ １５ ６２ １ ３
山 口 ８ ２０ ５
徳 島 各校個別対応
香 川 ４ ２ １０ ４
愛 媛 ５ ２ １０ ２ ３
高 知 ３ ３ ２０ ２０ ５ ５ ４７ ４７
福 岡 ８ １ １１ ４５ １２ １，２０８
佐 賀 ５ ８ １
長 崎 １０ ４ ５ ５ ２２ １１ １６０ ４７
熊 本 ５ ４ ３ １２ １０ ４６ ２４
大 分 ４ １ １４ ３ ２
宮 崎 ９ ２ １４ １４ １５ ７ ５３ ３１
鹿児島 ７ ５ ４５ １０ １３ １１ １３９ ９３
沖 縄 各校個別対応
合 計 ２９９ ７７ １，４３９ ２７２ ８００ １６８ ５，１３０ ９７１ ３５ ３７０
（注１）「募集生徒数不明」「若干名募集」等の学校は、学校数には含めているが生徒数には含めていない。
（注２）「ホームステイ・寮受入可能校数、人数」は、「受入可能学校数、生徒数」の内数。

（２）平成２３年４月２０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２０７号



東
日
本
大
震
災
に
よ
る
私
立
学

校
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
文

部
科
学
省
が
四
月
十
二
日
現
在
で

公
表
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
私
立
高
校
の
生
徒
・
教
職
員

の
人
的
被
害
は
、
死
亡
が
高
校
生

五
人
、
負
傷
は
高
校
生
が
六
人
、

教
職
員
が
二
人
、
行
方
不
明
は
生

徒
が
二
人
、
教
職
員
が
一
人
で
、

そ
の
ほ
か
中
等
教
育
学
校
の
生
徒

が
一
人
行
方
不
明
の
状
態
。

物
的
被
害
に
関
し
て
は
、
被
害

を
受
け
た
中
学
校
が
宮
城
や
福
島

な
ど
九
県
で
四
十
八
校
、
高
校
は

十
三
県
で
百
四
十
六
校
と
な
っ
て

い
る
。
中
等
教
育
学
校
は
三
校
が

被
害
を
受
け
た
。

各
県
別
の
私
立
中
学
高
校
等
の

被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
各
県
庁

の
私
立
学
校
主
管
課
や
私
学
協
会

が
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
青
森
県
の
私
立
高
校
の
被
害

は
、
校
舎
の
壁
の
ひ
び
割
れ
、
教

室
、
廊
下
、
外
壁
の
ひ
び
割
れ
な

ど
。
ま
た
岩
手
県
で
は
暖
房
機
器

配
管
の
破
損
、
校
舎
の
継
ぎ
目
の

破
損
、
体
育
館
・
校
舎
外
壁
の
破

損
、
校
舎
地
下
の
沈
下
、
校
舎
の

亀
裂
等
な
ど
の
被
害
。

宮
城
県
で
は
、
体
育
館
の
天
井

が
剥
が
れ
て
落
下
、
メ
イ
ン
と
な

る
北
校
舎
と
南
校
舎
の
二
十
教
室

が
地
盤
沈
下
で
歪
み
、
一
階
の
窓

ガ
ラ
ス
が
す
べ
て
割
れ
た
、
校
舎

使
用
不
可
（
一
部
使
用
可
）、
武

道
館
の
天
井
落
下
、
体
育
館
の
天

井
の
支
柱
二
十
本
落
下
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
二
台
水
没
・
使
用
不
可
な

ど
。福

島
県
で
は
、
壁
の
ひ
び
割
れ

多
数
、
棟
と
棟
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部

に
大
き
な
亀
裂
、
ボ
イ
ラ
ー
破

損
、
高
架
水
槽
全
壊
、
講
堂
窓
ガ

ラ
ス
二
百
枚
損
壊
な
ど
。

幸
い
に
も
被
害
が
比
較
的
軽
微

だ
っ
た
学
校
が
あ
る

が
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
の
影
響
か

ら
復
旧
を
難
し
く
し
て

い
る
面
が
あ
り
、
在
校

生
が
全
国
に
避
難
し
て

い
る
と
い
っ
た
学
校
も

少
な
く
な
い
。
そ
れ
だ

け
に
経
営
上
は
深
刻

で
、
平
成
二
十
三
年
度

に
関
し
て
休
校
を
決
め

た
学
校
も
あ
る
。

茨
城
県
に
関
し
て
は
、
最
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
高
校
で
は
校

舎
の
柱
が
剪
断
破
壊
さ
れ
た
と
こ

ろ
も
あ
り
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
授

業
を
再
開
す
る
。

千
葉
県
で
は
、
沿
岸
部
で
は
津

波
被
害
を
受
け
た
地
域
も
あ
り
、

ま
た
深
刻
な
液
状
化
現
状
、
地
盤

沈
下
が
見
ら
れ
た
地
域
も
あ
る
。

私
立
学
校
で
も
複
数
の
学
校
が
校

地
の
液
状
化
・
地
盤
沈
下
の
被
害

を
受
け
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
部

分
は
す
べ
て
沈
下
・
波
打
っ
て
い

る
、
上
下
水
道
の
配
管
が
途
中
断

裂
で
地
面
の
掘
削
・
配
管
の
や
り

直
し
が
必
要
と
な
る
学
校
も
あ

る
。被

災
地
で
は
多
く
の
住
民
が
生

活
基
盤
を
失
っ
て
お
り
、
ま
た
新

た
な
職
を
求
め
て
他
の
地
域
へ
転

出
す
る
家
庭
も
少
な
く
な
い
た

め
、
私
立
学
校
に
と
っ
て
は
、
今

後
、
生
徒
募
集
で
厳
し
い
状
況
が

予
想
さ
れ
る
。

本
連
合
会
で
は
東
日
本
大
震
災

発
生
三
日
後
の
三
月
十
四
日
に
は


木
文
部
科
学
大
臣
に
対
し
て
被

災
校
復
興
の
た
め
の
支
援
措
置
に

関
す
る
緊
急
要
望
を
行
っ
て
お

り
、
い
わ
ゆ
る
激
甚
災
害
法
の
私

立
学
校
へ
の
適
用
に
当
た
っ
て
は

公
立
学
校
に
準
じ
た
補
助
率
の
引

き
上
げ
、
対
象
範
囲
の
拡
大
等
を

要
請
。
ま
た
三
月
二
十
四
日
に
は

全
私
学
連
合
と
し
て
他
の
私
学
団

体
と
と
も
に
、
民
主
党
政
策
調
査

会
文
部
科
学
部

門
会
議
の
松
崎

哲
久
座
長
に
対

し
て
、
私
立
学
校
の
復
興
支
援
に

関
し
て
は
国
公
立
学
校
の
復
興
・

支
援
と
遜
色
の
な
い
国
の
施
策
を

要
請
し
て
い
る
。

さ
ら
に
被
害
状
況
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
四
月
十
二
日
に
は
本

連
合
会
の
吉
田
会
長
は
、
他
の
私

学
団
体
と
と
も
に
全
私
学
連
合
と

し
て
、
民
主
党
の
「
私
学
振
興
推

進
議
員
連
盟
」（
西
岡
武
夫
会

長
、
川
端
達
夫
会
長
代
行
）
の
総

会
の
席
上
、
私
立
学
校
の
被
災
状

況
や
復
旧
復
興
に
向
け
た
要
望
事

項
な
ど
の
意
見
を
述
べ
た
。
こ
の

中
で
は
中
学
高
校
は
津
波
の
直
撃

は
免
れ
た
も
の
の
、
不
況
等
に
よ

り
生
徒
募
集
が
厳
し
い
中
で
校
舎

の
修
復
は
厳
し
い
こ
と
な
ど
を
訴

え
、
次
の
以
下
の
六
項
目
の
実
現

等
を
要
望
し
た
。
①
激
甚
災
害
法

の
適
用
等
の
復
興
支
援
に
つ
い
て

国
公
私
立
学

校
の
同
等
の

取
り
扱
い
②

被
災
私
立
学
校
へ
の
経
常
費
助
成

に
つ
い
て
特
別
支
援
措
置
③
被
災

生
徒
の
学
費
減
免
措
置
を
実
施
す

る
私
立
学
校
へ
の
支
援
措
置
④
被

災
生
徒
を
受
け
入
れ
る
私
立
学
校

に
対
す
る
特
別
支
援
措
置
の
実
施

と
、
受
け
入
れ
地
域
で
の
被
災
生

徒
の
交
通
費
等
通
学
に
要
す
る
費

用
へ
の
支
援
措
置
⑤
就
学
支
援
金

制
度
の
対
象
拡
大
・
内
容
の
拡
充

等
に
よ
り
、
被
災
し
た
私
立
学
校

生
徒
の
学
費
の
実
質
的
無
償
化
の

実
現
⑥
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
国
公
立

と
同
等
の
支
援
措
置
。

東日本大震災
被害状況判明

私
立
中
・
高
校
約
２００
校
に
被
害

校
舎
損
壊
、
地
盤
沈
下
な
ど

被被
災災
校校
復復
興興
へへ
要要
望望
活活
動動 国

公
立
学
校
と
同
等
の
支
援
措
置
を

民主党・私学振興推進議員連盟総会に
出席した吉田・本連合会会長（中央）
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日
本
私
立
中
学

高
等
学
校
連
合
会

平平
成成
２２３３
年年
度度
事事
業業
計計
画画
をを
決決
定定

本
連
合
会
の
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
か
ら
三
月
十
五
日
に
予

定
し
て
い
た
「
第
百
六
十
三
回
理
事
会
・
第
百
三
十
六
回
評
議
員
会
合
同
会
議
」
が
開
催
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
書
面
に
よ
り
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
承
認
さ
れ
た
。

国
庫
補
助
制
度
を
堅
持
・
拡
充

私
立
学
校
を
取
り
巻
く
情
勢
が

激
変
す
る
中
で
、
私
立
中
学
校
、

高
等
学
校
お
よ
び
中
等
教
育
学
校

教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
加
盟

団
体
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の
緊

密
な
連
絡
提
携
の
も
と
に
、
会
則

に
定
め
る
「
目
的
お
よ
び
事
業
」

に
基
づ
き
、
次
の
事
業
活
動
を
積

極
的
に
推
進
す
る
。

◇

１
�
私
立
学
校
教
育
の
振
興
充

実
に
関
す
る
こ
と

本
連
合
会
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
都

道
府
県
私
学
団
体
お
よ
び
関
係
諸

団
体
等
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と

に
、
強
力
に
推
進
す
る
。

１
�
私
立
学
校
関
係
国
庫
補
助

金
に
関
す
る
対
策

�
私
学
助
成
を
め
ぐ
る
状
況
に

対
応
し
、
現
行
の
国
庫
補
助
制
度

の
堅
持
・
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
、
公
私
立
学
校
間
で
の
公
費
支

出
の
格
差
是
正
に
向
け
て
方
策
の

検
討
を
進
め
る
。

①
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費

助
成
費
等
補
助
金
は
、
そ
れ
を

構
成
す
る
一
般
補
助
、
特
別
補

助
等
そ
れ
ぞ
れ
の
充
実
を
通
じ

て
総
額
の
拡
充
を
図
る
。

②
学
校
の
施
設
・
設
備
等
の

教
育
環
境
の
改
善
充
実
に
対
す

る
補
助
金
の
充
実
を
図
る
。

③
耐
震
化
工
事
・
激
甚
災
害

・
老
朽
校
舎
の
改
造
・
改
築
等

に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
公

立
学
校
と
同
等
の
水
準
の
確
保

を
図
る
。

④
私
立
定
時
制
高
等
学
校
生

徒
の
修
学
環
境
の
充
実
を
図

る
。⑤

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共

済
事
業
団
の
出
資
金
お
よ
び
財

政
投
融
資
資
金
な
ら
び
に
長
期

給
付
に
対
す
る
補
助
金
の
維
持

・
充
実
を
図
る
。

⑥
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

制
度
の
改
善
充
実
を
図
り
、
私

立
高
等
学
校
授
業
料
の
実
質
無

償
化
に
向
け
て
公
立
高
等
学
校

と
同
等
の
取
扱
い
を
目
指
す
。

⑦
義
務
教
育
無
償
の
原
則

（
憲
法
第
２６
条
第
２
項
）
の
趣

旨
に
沿
っ
た
措
置
が
私
立
小
・

中
学
校
に
対
し
て
も
実
施
さ
れ

る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
。

⑧
私
立
学
校
の
特
色
あ
る
教

育
研
究
活
動
な
ら
び
に
研
修
事

業
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、
財

団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究
所

補
助
金
の
拡
充
を
図
る
。

⑨
都
道
府
県
に
よ
る
私
立
高

等
学
校
授
業
料
等
軽
減
事
業
に

対
す
る
国
の
財
政
支
援
措
置
の

拡
充
を
図
る
。

⑩
そ
の
他
、
私
立
学
校
教
育

の
振
興
に
必
要
な
補
助
金
の
確

保
を
図
る
。

�
国
の
財
政
改
革
に
対
応
し
、

私
学
助
成
の
確
保
に
つ
い
て
必
要

な
対
策
を
講
ず
る
。

２
�
私
学
助
成
に
係
る
地
方
交

付
税
に
よ
る
財
源
措
置
に
関
す
る

対
策�

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
に
対
す
る
補
助
財
源
の
増
額
を

図
る
。

�
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確

保
と
そ
の
増
額
を
図
る
。

�
私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
社


団
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確
保

と
そ
の
増
額
を
図
る
。

�
私
立
高
等
学
校
生
徒
授
業
料

軽
減
分
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確

保
と
そ
の
増
額
を
図
る
。

�
そ
の
他
、
私
立
学
校
教
育
の

振
興
に
必
要
な
補
助
財
源
の
確
保

を
図
る
。

３
�
私
学
助
成
財
源
の
あ
り
方

の
検
討

国
庫
補
助
金
の
一
括
交
付
金
化

策
等
の
地
方
分
権
・
地
域
主
権
の

推
進
に
係
る
諸
施
策
と
現
行
の

「
国
庫
補
助
金
制
度
」「
地
方
交

付
税
制
度
」
と
を
比
較
検
証
し
、

私
学
助
成
財
源
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て

対
策
を
講
ず
る
。

４
�
学
校
教
育
に
対
す
る
公
費

支
出
の
あ
り
方
の
検
討

公
私
立
学
校
間
で
の
公
費
支
出

の
格
差
是
正
方
策
を
検
討
す
る
。

５
�
都
道
府
県
の
私
学
助
成
に

関
す
る
対
策

�
私
立
中
学
校
、
高
等
学
校
お

よ
び
中
等
教
育
学
校
に
対
す
る
都

道
府
県
に
よ
る
経
常
費
助
成
の
財

源
の
確
保
を
図
る
。

�
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
に
対
す
る
都
道
府
県
に
よ

る
補
助
財
源
の
確
保
を
支
援
す

る
。�

私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
社


団
に
対
す
る
都
道
府
県
に
よ
る

補
助
財
源
の
確
保
を
支
援
す
る
。

�
私
立
学
校
振
興
会
に
対
す
る

都
道
府
県
に
よ
る
補
助
財
源
の
確

保
を
支
援
す
る
。

�
そ
の
他
、
都
道
府
県
に
よ
る

私
立
学
校
の
振
興
に
必
要
な
補
助

金
財
源
の
確
保
を
支
援
す
る
。

�
地
方
に
お
け
る
私
学
振
興
運

動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

６
�
私
立
学
校
関
係
税
制
改
正

に
関
す
る
対
策

�
学
校
法
人
に
対
す
る
税
制
上

の
優
遇
措
置
の
維
持
、
拡
大
を
図

る
。�

そ
の
他
、
私
立
学
校
生
徒
等

の
保
護
者
に
対
す
る
税
制
の
改
善

を
図
る
。

７
�
私
立
学
校
に
係
る
諸
改
革

に
関
す
る
対
策

「
教
育
改
革
」「
規
制
改
革
」

等
諸
改
革
に
対
応
し
、
必
要
な
対

策
を
講
ず
る
。

８
�
私
立
中
学
校
教
育
の
振
興

に
関
す
る
対
策

�
国
公
私
立
を
含
め
た
義
務
教

育
に
対
す
る
公
費
支
出
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

�
私
立
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い

て
実
態
を
把
握
し
、
教
育
課
程
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。�

私
立
学
校
の
立
場
か
ら
小
・

中
学
校
の
接
続
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
う
。

�
国
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
の

設
置
拡
大
に
つ
い
て
対
策
を
検
討

す
る
。

�
私
立
中
高
一
貫
教
育
に
係
る

当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討

し
、
意
見
表
明
等
必
要
な
対
策
を

行
う
。

（４）平成２３年４月２０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２０７号



私
立
学
校
制
度
等
の
研
究
・
対
策

２
�
調
査
お
よ
び
研
究
等
に
関

す
る
こ
と

私
立
学
校
の
健
全
な
発
展
を
図

る
た
め
、
私
立
学
校
の
教
育
お
よ

び
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
を
推
進
し
対
策
を

講
ず
る
。

１
�
調
査
活
動

加
盟
団
体
等
に
対
す
る
情
報
の

提
供
な
ら
び
に
本
連
合
会
の
活
動

の
推
進
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
整

備
す
る
た
め
、
次
の
調
査
・
研
究

資
料
の
収
集
お
よ
び
報
告
書
の
作

成
を
行
う
。

�
私
立
中
学
高
等
学
校
実
態
調

査
の
実
施
と
そ
の
報
告
書
の
作
成

�
都
道
府
県
私
学
助
成
状
況
調

査
の
実
施
と
そ
の
報
告
書
の
作
成

�
全
国
私
立
中
学
高
等
学
校
名

簿
の
作
成

�
調
査
研
究
資
料
の
収
集

�
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
行

う
調
査
の
企
画
・
実
施

�
調
査
の
簡
素
化
・
集
約
化
・

電
子
媒
体
化
を
検
討
し
、
必
要
に

応
じ
て
実
施

２
�
私
立
学
校
に
関
す
る
制
度

等
の
研
究
お
よ
び
対
策

私
立
学
校
に
関
す
る
法
令
・
制

度
等
の
調
査
、
研
究
を
行
う
と
と

も
に
、
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
は
適
宜
財
団
法
人
日
本
私
学
教

育
研
究
所
と
連
携
し
、
適
切
な
対

策
を
講
ず
る
。

�
私
立
学
校
法
、
私
立
学
校
振

興
助
成
法
等
私
立
学
校
に
関
す
る

法
令
、
条
例
、
制
度
等
の
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
関
連
す
る
各
種

法
令
、
制
度
等
の
見
直
し
に
対
応

し
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
講
ず

る
。�

私
立
学
校
の
教
育
課
程
に
関

す
る
調
査
、
研
究
を
行
う
。

�
そ
の
他
私
立
学
校
の
教
育
お

よ
び
運
営
に
係
る
当
面
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

３
�
生
徒
収
容
に
関
す
る
対
策

各
都
道
府
県
の
私
立
学
校
の
収

容
計
画
な
ら
び
に
公
私
立
高
等
学

校
協
議
会
の
対
策
に
資
す
る
た

め
、
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も

に
、
文
部
科
学
省
へ
の
要
望
、
都

道
府
県
私
学
協
会
等
へ
の
情
報
提

供
等
を
行
う
。

�
生
徒
収
容
に
関
す
る
課
題
の

検
討

①
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会

の
運
営
に
関
す
る
こ
と

②
入
学
者
選
抜
の
方
法
お
よ

び
実
施
期
日
に
関
す
る
こ
と

③
中
学
校
の
併
設
等
に
関
す

る
こ
と

④
生
徒
数
の
動
向
に
関
す
る

こ
と

�
各
都
道
府
県
に
お
け
る
生
徒

収
容
と
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会

の
実
態
に
関
す
る
調
査
の
実
施
と

そ
の
報
告
書
の
作
成

�
全
国
生
徒
収
容
対
策
会
議
の

開
催
お
よ
び
運
営

４
�
国
際
交
流
に
関
す
る
対
策

日
本
教
育
連
盟
に
よ
る
日
韓
教

育
文
化
交
流
事
業
へ
の
参
加
を
含

め
、
教
育
の
国
際
交
流
に
係
る
情

報
・
資
料
の
収
集
と
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
帰
国
生
徒
教
育
の
実

態
把
握
等
お
よ
び
対
応
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
。

５
�
そ
の
他
緊
急
事
項
に
関
す

る
調
査
研
究
な
ら
び
に
対
策

３
�
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携

本
連
合
会
を
構
成
す
る
各
都
道

府
県
私
学
協
会
と
電
子
媒
体
を
利

用
し
た
情
報
の
共
有
化
等
を
通
じ

て
、
連
絡
提
携
を
強
化
す
る
。

４
�
広
報
活
動

私
立
学
校
教
育
の
振
興
の
た

め
、
関
係
機
関
等
へ
の
広
報
活
動

を
積
極
的
に
行
う
。

�
機
関
紙
「
私
学
時
報
」
を
原

則
と
し
て
年
６
回
発
行
す
る
。

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
と
運

営
を
行
う
。

�
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
発
信
、

マ
ス
コ
ミ
と
の
情
報
交
換
を
含
め

広
報
活
動
全
般
を
見
直
す
。

５
�
組
織
・
運
営

本
連
合
会
の
組
織
の
簡
素
化
、

運
営
の
効
率
化
の
た
め
事
務
局
の

あ
り
方
を
含
め
、
引
き
続
き
必
要

な
検
討
・
見
直
し
を
行
う
。

６
�
予
算
・
決
算

本
連
合
会
の
予
算
の
編
成
と
執

行
に
つ
い
て
審
議
を
行
う
。

私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
事
業
促
進

７
�
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
（
日
私
教
研
）

�
日
私
教
研
が
実
施
す
る
学
校

教
育
お
よ
び
私
学
経
営
に
関
す
る

調
査
研
究
な
ら
び
に
研
修
事
業
に

つ
い
て
連
携
し
て
あ
り
方
を
検
討

し
、
全
面
的
な
支
援
と
協
力
を
行

う
。�

日
私
教
研
の
運
営
に
つ
い

て
、
必
要
な
提
言
・
支
援
を
行
う
。

８
�
関
係
団
体
と
の
連
絡
提
携

関
係
諸
団
体
と
の
連
絡
提
携
を

通
じ
て
、
本
連
合
会
の
事
業
の
推

進
を
図
る
。

�
全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合

会
、
全
国
私
学
退
職
金
団
体
連
合

会
、
全
国
私
立
工
業
高
等
学
校
長

会
、
全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協

会
、
全
国
私
立
高
等
学
校
定
時
制

連
絡
協
議
会
、
日
本
私
立
小
学
校

中
学
校
高
等
学
校
保
護
者
会
連
合

会
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
、
私
学
研
修
福
祉
会
、
全

国
私
学
振
興
会
連
合
会
、
全
私
学

連
合
、日
本
教
育
連
盟
、そ
の
他
教

育
関
係
団
体
と
連
絡
提
携
す
る
。

�
私
立
の
初
等
中
等
教
育
の
充

実
発
展
の
た
め
、
日
本
私
立
小
学

校
連
合
会
と
緊
密
な
連
携
を
保

ち
、
相
互
協
力
す
る
。

９
�
そ
の
他
の
事
業

１
�
生
徒
の
表
彰

加
盟
団
体
に
所
属
す
る
各
中
学

校
高
等
学
校
の
卒
業
生
に
対
し
会

長
名
に
よ
る
表
彰
状
の
贈
呈
を
行

う
。２

�
各
種
保
険
に
関
す
る
事
業

�
私
立
学
校
賠
償
責
任
保
険

�
学
校
法
人
傷
害
保
険

�
私
立
学
校
法
定
外
労
災
保
険

３
�
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

に
関
す
る
事
業
の
促
進

１０
�
会
議
の
開
催

会
則
、
施
行
細
則
、
規
則
等
に

基
づ
い
て
、
本
連
合
会
の
運
営
と

事
業
の
遂
行
に
必
要
な
会
議
を
開

催
す
る
。

�
全
国
理
事
会

原
則
と
し
て

年
２
回
開
催
（
５
月
・
３
月
）

�
全
国
評
議
員
会

原
則
と
し

て
年
２
回
開
催
（
５
月
・
３
月
）

�
常
任
理
事
会

原
則
と
し
て

年
間
計
画
に
基
づ
い
て
開
催

�
監
事
会

年
２
回
開
催

�
正
副
会
長
会

常
設

必
要

に
応
じ
て
開
催

�
運
営
役
員
会

常
設

必
要

に
応
じ
て
開
催

�
部
会
・
部
会
委
員
会

常
設

必
要
に
応
じ
て
開
催

	
理
事
・
監
事
・
評
議
員
・
事

務
局
長
会
議

必
要
に
応
じ
て
開

催


全
国
協
会
長
会
議

必
要
に

応
じ
て
開
催

�
全
国
事
務
局
長
会
議

必
要

に
応
じ
て
開
催

�

そ
の
他
の
会
議

必
要
に
応

じ
て
開
催
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全
審
連

広
域
通
信
制
高
校
の
あ
り
方

で
要
望
書

本
連
合
会
は
、
三
月
十
八
日
付

で
平
成
二
十
三
年
度
私
立
高
等
学

校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
金
（
一

般
補
助
）
の
都
道
府
県
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
一
覧
を
ま
と
め

た
。
単
価
を
ま
だ
公
表
し
て
い
な

い
八
県
を
除
く
三
十
九
都
道
府
県

を
調
べ
た
も
の
。
生
徒
一
人
当
た

り
の
全
国
平
均
補
助
単
価
は
、
高

校
（
全
日
制
・
定
時
制
）
が
三
十

二
万
七
千
三
百
九
十
八
円
（
前
年

度
比
〇
・
三
九
％
増
）、
中
学
校

が
二
十
九
万
三
千
三
百
九
十
七
円

（
同
一
・
〇
〇
％
増
）、
高
校
（
広

域
以
外
の
通
信
制
）
が
六
万
五
千

二
百
三
十
五
円
（
同
五
・
三
七
％

増
）。
中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
、

後
期
課
程
の
補
助
単
価
は
概
ね
中

学
校
、
高
校
と
同
じ
。

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合
会

（
近
藤
彰
郎
会
長
）
は
、
三
月
二

十
八
日
、
文
部
科
学
省
の

木
義

明
大
臣
、
鈴
木
寛
副
大
臣
、
笠
浩

史
大
臣
政
務
官
等
に
あ
て
「
広
域

通
信
制
高
等
学
校
の
あ
り
方
に
関

す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

こ
の
要
望
書
は
、
昨
年
十
月
、

都
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
同
連

合
会
の
第
六
十
五
回
総
会
で
話
し

合
わ
れ
た
内
容
を
基
に
作
成
さ
れ

た
も
の
。

広
域
通
信
制
高
校
問
題
と
は
、

民
間
の
面
接
指
導
施
設
（
い
わ
ゆ

る
サ
ポ
ー
ト
校
）
が
事
実
上
、
私

立
広
域
通
信
制
高
校
の
教
育
活
動

を
肩
代
わ
り
し
て
い
る
実
態
が
見

ら
れ
る
こ
と
や
、
全
国
各
地
に
設

け
ら
れ
る
面
接
指
導
施
設
の
教
育

環
境
や
教
育
内
容
に
極
め
て
不
適

切
な
事
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
広

域
通
信
制
高
校
の
設
置
認
可
都
道

府
県
が
他
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る

面
接
指
導
施
設
の
実
態
を
把
握
し

に
く
い
、
と
い
っ
た
も
の
。

今
回
の
要
望
書
で
は
、
こ
う
し

た
実
態
を
指
摘
し
た
上
で
、
文
部

科
学
省
に
早
急
で
詳
細
な
実
態
把

握
と
、「
高
等
学
校
通
信
教
育
規

程
」
と
関
連
法
令
の
見
直
し
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
等
を
視
野
に

入
れ
た
、
制
度
改
善
に
よ
る
高
校

通
信
教
育
の
適
正
か
つ
健
全
な
実

施
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

同
連
合
会
は
こ
れ
ま
で
九
回
に

わ
た
り
同
省
に
広
域
通
信
制
高
校

に
関
す
る
問
題
の
改
善
を
要
望
し

て
き
て
い
る
が
、
改
善
は
図
ら
れ

て
い
な
い
。

２３年度都道府県経常費補助

高校生徒一人
当たりの単価

平均３２７，３９８円

平成２３年度私立高等学校等経常費助成費補助金（一般補助）の都道府県生徒等１人当たり単価一覧 （単位：円）

２３年度
単価公表
予定
６月

６月

６月
６月

７月

６月
６月

７月

注①平成２３年度単価は当初予算単価（国庫補助金の一般補助対応額）。いずれも予算積算上の単価で、都道府県
私立学校主管課に照会したものである。財源措置額には、私立高等学校生徒授業料軽減費分（２３年度単価７，０００
円）を算入せず。
②東京都・長野県・滋賀県・広島県（全学校種）、山口県（中学・高等）の単価には「特別補助」分を含む。

積算方式
変更

（対前年度）

なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし

なし
なし
なし

なし
なし
なし
なし

あり単価→標準
なし
なし
なし
なし
なし
なし

なし
なし
なし

なし
なし

なし
なし
なし
�
�

２３年度
単価補正
予定

なし
９月
なし
未定
なし
３月
９月
なし
なし
なし
未定
なし
未定
なし
なし
なし
２月

２月
なし
未定

なし
未定
なし
なし
なし
なし
未定
２月
なし
なし
２月

なし
なし
なし

２月（幼のみ）
２月

９月
３月
未定
�
�

高等学校（広域
以外の通信制）
２３年度単価

６５，１８５
６４，５８５

６４，６５４
６７，２４６
６４，８５４
６６，３８０
６５，１８５

６５，１８５
９６，６４４
４３，１００

６５，１８５
６２，０８９
６７，０８５

６８，０００
７３，９３３
６６，２４０
４９，３００

６４，５８９
６５，１８５
５８，０００

６５，１８５

６７，３６７

６５，２３５
６５，１８５

中学校

２３年度単価

３０１，４８７
２９９，１８７
２８８，４５４
３０１，９４８
３０１，４８７
３００，７９２
３００，４１０
３０１，４８７
２６４，３００
３０１，４８７
２５３，９３１
３０１，４８７
２１０，５０６
３３７，３４３
３０１，４８７
２９１，２３７
４１６，４１５

３０１，４８７
２９５，６２９
３１０，２８７

２６９，０００
２７２，０００
２０３，２１２
２８９，６５７
２４４，０００
２８５，４８０
３９２，７２２
２７９，２２８
２７０，４７４
３０１，４８７
２６１，０００

２７２，８１５
３０１，４８７
３０１，４８７

３０１，４９８
３０１，４８７

２９９，１４１
３０４，１５４
３１１，３００
２９３，３９７
３０１，４８７

中等教育学校
（前期課程）
２３年度単価

２８８，４５４

３０１，４８７
２６４，３００
３０１，４８７

２７５，１３６

３０１，４８７

２０３，２１２

２４４，０００

４１４，６３７

３０１，４８７

２８９，５６９
３０１，４８７

中等教育学校
（後期課程）
２３年度単価

３１０，３７３

３３０，３２３
３１２，５００
３４６，３４５

２７５，１３６

２７７，９２４

３１９，５００

５５８，２８４

３０８，８０５

３３７，６８８
３０８，８０５

高等学校
（全日制・定時制）
２３年度単価

３１６，３８４
３２７，５７５
３１０，３７３
３２０，９１２
３４２，１６５
３４４，０９７
３３９，７７８
３３０，３２３
３１２，５００
３４６，３４５
２７０，７４０
３１８，８０５
２９３，６５１
３６９，１９２
３３３，１９６
３４４，９４０
３３７，４７５

３０９，６５３
３３４，１２３
３４６，２０５

３１５，０００
３３７，８６６
２７７，９２４
３３７，６１７
３１９，５００
３２７，９７０
４６２，６７４
２９９，０３４
３１４，９３２
３３９，３０９
３３７，５００

３２１，９０９
３０８，８０５
３２０，８０５

３３４，２０５
３１５，４６５

３１１，８１８
３１８，８７４
３１８，８７４
３２７，３９８
３０８，８０５

区分

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
新 潟
茨 城
栃 木
群 馬
埼 玉
千 葉
神奈川
東 京
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野
岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄
単純平均
財源措置

（６）平成２３年４月２０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２０７号



事
務
局
異
動

本
連
合
会
は
、
四
月
十
九
日
に

開
い
た
第
八
回
常
任
理
事
会
で
、

環
太
平
洋
私
学
教
育
連
合
会
（
略

称
�
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ｅ
）
の
第
二
十
九
回

総
会
（
本
年
１０
月
２８
日
、
香
港
で

開
催
）
へ
の
参
加
を
見
送
る
と
と

も
に
今
後
の
全
活
動
か
ら
撤
退
す

る
方
針
を
決
定
し
た
。

こ
れ
は
国
際
交
流
の
活
動
が
国

全
体
か
ら
各
学
校
レ
ベ
ル
に
移
行

し
て
い
る
こ
と
、
参
加
者
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

判
断
し
た
も
の
。

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ｅ
は
我
が
国
の
私
立
学

校
法
制
定
三
十
周
年
を
記
念
し
、

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
に
本
連
合

会
が
近
隣
諸
国
に
呼
び
か
け
て
設

立
し
た
の
が
始
ま
り
。

中
央
教
育
審
議
会
は
三
月
七

日
、
文
部
科
学
省
で
初
等
中
等
教

育
分
科
会
・
教
育
課
程
部
会
を
開

催
し
た
。
第
六
期
中
教
審
で
の
初

会
合
。
部
会
長
に
は
無
藤
隆
・
白

梅
学
園
大
学
教
授
が
、
部
会
長
代

理
に
は
安
彦
忠
彦
・
早
稲
田
大
学

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授

（
特
任
）が
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
後

は
初
会
合
の
た
め
、
文
部
科
学
省

か
ら
学
習
指
導
要
領
の
変
遷
な
ど

の
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
新
任
委

員
か
ら
意
見
発
表
が
行
わ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
「
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
た
子
供
が
希
望
す
る
大
学
に

入
れ
る
よ
う
な
入
試
制
度
に
変
え

る
べ
き
だ
。
子
供
た
ち
を
教
え
る

先
生
を
選
び
、
育
成
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
教
育
に
適
さ
な
い
先
生

に
は
他
の
キ
ャ
リ
ア
に
進
む
よ
う

な
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。
ま

た
こ
の
日
は
、「
理
科
教
育
の
た

め
の
設
備
の
基
準
に
関
す
る
細
目

を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
案
」
が
文
部
科
学
省
か
ら

説
明
さ
れ
、
教
育
課
程
部
会
と
し

て
承
認
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
の
学
校
段
階
間
の
連
携

・
接
続
等
に
関
す
る
作
業
部
会

（
小
川
正
人
主
査
）の
第
四
回
会
合

が
三
月
三
日
、
文
部
科
学
省
で
開

か
れ
、
事
例
報
告
と
し
て
③
名
古

屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
・
高
等

学
校
と
長
崎
県
立
佐
世
保
北
中
学

校
・
高
等
学
校
か
ら
報
告
が
行
わ

れ
た
。
事
例
報
告
で
は
、
名
古
屋

大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
の
山
田

孝
・
中
学
校
副
校
長
が
、
中
高
一

貫
校
の
メ
リ
ッ
ト
は
六
年
間
の
発

達
成
長
を
見
通
せ
る
こ
と
、
系
統

的
指
導
、
異
年
齢
交
流
、
上
級
生

が
下
級
生
の
面
倒
を
よ
く
見
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
た
。
デ
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
人
間
関
係
の
修
復
が
困

難
な
場
合
も
あ
る
こ
と
、
中
だ
る

み
等
を
挙
げ
た
。
長
崎
県
立
佐
世

保
北
中
学
校
・
高
等
学
校
の
西
川

晃
二
副
校
長
は
、
各
教
科
の
半
数

が
授
業
を
公
開
す
る
こ
と
よ
り
、

共
有
で
き
る
新
し
い
指
導
法
や
教

材
を
提
案
し
て
い
る
と
し
た
。

中
央
教
育
審
議
会
は
三
月
九

日
、
都
内
で
初
等
中
等
教
育
分
科

会
・
教
員
養
成
部
会
を
開
い
た
。

第
六
期
中
教
審
に
な
っ
て
初
の
教

員
養
成
部
会
。
部
会
長
に
は
安
彦

忠
彦
・
早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合

科
学
学
術
院
教
授
（
特
任
）
が
選

任
さ
れ
た
。
会
議
の
前
半
は
、
中

教
審
教
員
の
資
質
能
力
向
上
特
別

部
会
の
審
議
経
過
報
告
の
概
要

や
、
教
員
免
許
更
新
制
な
ど
教
員

養
成
等
を
め
ぐ
る
現
状
等
が
文
部

科
学
省
か
ら
説
明
さ
れ
た
。
そ
の

後
は
、
同
部
会
の
新
任
委
員
を
中

心
に
教
員
養
成
等
に
関
す
る
課
題

へ
の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
中
で
は
、
期
間
延
長
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
教
育
実

習
に
関
し
て
は
、
大
学
学
部
四
年

間
の
中
で
行
う
こ
と
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
教
員
採
用
後
、
担
任
を

持
た
せ
な
い
形
で
初
任
者
研
修
と

結
び
付
け
て
の
実
施
の
検
討
や
、

安
彦
部
会
長
か
ら
は
、「
大
学
生

も
教
職
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
軽

く
見
な
い
で
し
っ
か
り
考
え
て
も

ら
い
た
い
」
と
教
員
の
資
質
向
上

に
向
け
た
強
い
決
意
を
語
っ
た
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合

会
事
務
局
の
福
田
眞
由
美
主
査
が

本
年
三
月
末
日
付
で
退
職
。
ま
た

田
中
伸
嘉
主
査
が
昨
年
四
月
末
日

付
で
退
職
し
て
い
る
。

公
益
財
団
法
人
五
井
平
和
財
団

は
、
ユ
ネ
ス
コ
と
共
催
し
「
２
０

１
１
年
度
国
際
ユ
ー
ス
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
実
施
す
る
。
文
部
科

学
省
等
が
後
援
。
応
募
要
領
の
概

要
は
次
の
通
り
。
作
文
の
テ
ー
マ

は
「
私
を
変
え
た
体
験
」、応
募
資

格
は
小
・
中
・
高
校
生
等
。
日
本

語
な
ら
千
六
百
字
以
内
。
外
国
語

（
英
・
仏
・
西
・
独
）
で
は
八
百
語

以
内
。
六
月
三
十
日
必
着
。
詳
細

は
同
財
団
国
際
ユ
ー
ス
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
係
へ
０
３
（
３
２
６
５
）

２
０
７
１

w
w
w
.
g
o
i
p
e
a
c
e
.
o
r
.
j
p

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ｅ
全
活
動
か
ら
撤
退

本
連
合
会
が

方
針
を
決
定

参
加
者
減
や
国
際
交
流
の
変
化
受
け

中
教
審
教
育
課
程

部
会
長
に
無
藤
氏

学
校
段
階
間
連
携

接
続
等
部
会
開
催

教
員
養
成
部
会
長

に
は
安
彦
忠
彦
氏

教教
育育
改改
革革
のの
動動
向向

２０１１年度国際
ユース作文コ ン

テスト

６月３０日まで作品募集
五井平和財団と

ユネスコが共催
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財
団
法
人
日
本
私
学

教
育
研
究
所
は
、
時
代

の
変
化
や
多
様
化
の
進

む
私
立
学
校
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
研

究
・
研
修
事
業
内
容
の

刷
新
を
進
め
て
お
り
、

初
等
中
等
教
育
に
お
け

る
私
立
学
校
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
と
し
て
、
私
立

学
校
教
職
員
と
そ
の
志

望
者
、
私
立
学
校
を
目

指
す
生
徒
と
保
護
者
等

へ
の
情
報
発
信
を
目
的

に
、
広
報
活
動
の
充
実

と
積
極
的
な
展
開
を
図

っ
て
い
く
。
そ
の
一
手

段
と
し
て
、
五
月
十
日
に
内
容
・

体
裁
を
一
新
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
日
本
私
学
教
育
研
究
所
」
を
公

開
す
る
。

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
研
究
・
研

修
事
業
を
二
本
柱
に
、
研
修
会
案

内
・
報
告
、
研
究
成
果
、
都
道
府

県
私
学
協
会
・
協
会
加
盟
校
と
連

携
し
た
私
学
の
教
職
員
採
用
と
転

編
入
情
報
、
私
学
と
日
私
教
研
の

関
連
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
く
。

第
３
回
研
究
・
研
修
統
轄
会
議
を
開
催

二
月
二
十
二
日
、
組
織
の
改
編

に
伴
い
昨
年
度
新
設
さ
れ
た
「
研

究
・
研
修
統
轄
会
議
」
の
第
三
回

目
の
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
平
成
二

十
三
年
度
の
一
般
研
修
事
業
及
び

研
究
等
事
業
の
計
画
を
策
定
・
承

認
さ
れ
た
。

な
お
、
二
十
四
年
度
以
降
の
研

究
等
事
業
に
つ
い
て
は
、
統
轄
会

議
の
下
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た

「
私
立
学
校
初

任
者
研
修
等
事

業
検
討
委
員
会

（
平
方
邦
行
委

員
長
）」
に

お

い
て
、
研
究
課

題
や
初
任
者
等

研
修
会
の
基
本

方
針
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
当

該
事
業
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

統
轄
会
議
は
所
長
直
轄
の
組
織

で
、
研
究
・
研
修
事
業
全
体
を
統

轄
す
る
。

構
成
員
は
、
所
長
を
議
長
に
各

専
門
委
員
会
及
び
初
任
者
研
修
等

事
業
検
討
委
員
会
の
委
員
長
及
び

副
委
員
長
、
所
長
の
指
名
し
た
理

事
、
事
務
局
長
。加
え
て
理
事
長
、

副
理
事
長
が
参
加
す
る
。
定
例
会

は
毎
年
十
一
月
と
二
月
に
開
催
さ

れ
る
。

平
成
２３
年
度
一
般
研
修
会
開
催
案
内

私
学
経
営
研
修
会

私
学
経
営
研
修
会
は
、
六
月
二

日
・
三
日
の
両
日
、
神
戸
市
の
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神

戸
で
開
催
さ
れ
る
。「
混
迷
の
時

代
に
期
待
さ
れ
る
教
育
と
私
立
学

校
～
私
学
に
求
め
ら
れ
る
教
育
力

・
経
営
力
・
教
員
力
の
強
化
～
」

を
研
究
の
ね
ら
い
と
し
、
私
立
中

学
高
校
の
管
理
教
職
員
を
対
象
に

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
（
２
０

０
名
）。
主
な
内
容
は
、
初
日
に

評
論
家
の
内
田
樹
・
神
戸
女
学
院

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
公
共
性

の
教
育
～
教
育
の
受
益
者
は
誰

か
」
と
題
し
た
基
調
講
演
、
吉
田

晋
・
中
高
連
会
長
の
講
演
「
教
育

政
策
と
私
学
情
勢
」、
中
高
連
及

び
兵
庫
県
か
ら
の
報
告
、
研
究
の

ね
ら
い
に
沿
っ
た
パ
ネ
ル
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
パ
ネ
リ
ス
ト
は

植
村
武
雄
・
小
泉
製
麻
（
株
）
取

締
役
社
長
、
西
門
義
博
・
学
校
法

人
三
田
学
園
理
事
長
、
鈴
木
康
之

・
水
戸
女
子
高
校
理
事
長
・
校

長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
野
原

明
・
文
化
学
園
大
学
杉
並
中
学
高

校
名
誉
校
長
）、
教
育
懇
談
会
、

二
日
目
は
、
中
川
武
夫
・
日
私
教

研
所
長
に
よ
る
報
告
「
教
育
改
革

と
私
立
学
校
～
日
私
教
研
の
使
命

～
」、
意
見
交
換
会
（
分
科
会
・

全
体
会
）、
学
校
視
察
（
神
戸
星

城
高
校
、
灘
中
学
高
校
、
神
戸
海

星
女
子
学
院
中
学
高
校
）を
行
う
。

私
立
学
校
専
門
研
修
会

教
育
政
策
課
題
毎
に
部
会
を
設

け
て
実
施
す
る
「
私
立
学
校
専
門

研
修
会
」
の
う
ち
、「
教
育
課
程

部
会
」
及
び
「
法
人
管
理
事
務
運

営
部
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
る
（
各
１
０
０
名
）。
教
育
課

程
部
会
は
、
六
月
十
七
日
、
大
阪

市
の
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
新
大
阪
で
、

「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
改
訂

と
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
を

研
究
の
ね
ら
い
と
し
、
私
立
中
学

高
校
の
管
理
教
職
員
を
始
め
教
育

課
程
編
成
等
担
当
者
を
対
象
に
実

施
す
る
。
主
な
内
容
と
し
て
、
柴

田
洋
三
郎
・
独
立
行
政
法
人
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
・
研
究
統
括

官
に
よ
る
基
調
講
演
「
平
成
二
十

一
年
告
示
高
等
学
校
学
習
指
導
要

領
に
対
応
し
た
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
の
数
学
、
理
科
の
出
題
科

目
等
に
つ
い
て
」、
分
科
会
で
は

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
等
テ
ー
マ
毎

に
参
加
者
が
討
議
・
意
見
交
換
を

行
う
。

法
人
管
理
事
務
運
営
部
会
は
、

七
月
一
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、「
選

ば
れ
る
私
学
を
め
ざ
す
組
織
づ
く

り
～
学
校
改
革
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
～
」
を
研
究
の
ね
ら
い

に
、
私
立
中
学
高
校
の
管
理
事
務

職
員
及
び
法
人
事
務
職
員
を
対
象

に
実
施
す
る
。

主
な
内
容
は
、
茂
木
寿
・
東
京

海
上
日
動
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
（
株
）
上
席
主
席
研
究
員
に

よ
る
講
演
「
学
校
を
取
り
巻
く
リ

ス
ク
と
そ
の
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
」、
松
良
千
廣
・
常
盤
木
学
園

高
校
理
事
長
・
校
長
に
よ
る
講
演

「
脱
民
主
化
と
サ
ー
ビ
ス
業
と
し

て
の
学
校
改
革
」、
分
科
会
で
は

参
加
者
が
学
校
改
革
と
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
討
議
・

意
見
交
換
を
行
う
。

５
月
１０
日
、新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

ホームページアドレス http://www.shigaku.or.jp は変わりません。

日日
私私
教教
研研
だだ
よよ
りり
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